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(57)【要約】
【課題】光に対する耐久性の高い光配向膜及び位相差膜を提供する。
【解決手段】少なくとも１種の一般式（１）で表される高分子化合物と、少なくとも１種
の重合性化合物とを含むことを特徴とする光配向膜用組成物、及び少なくとも１種の一般
式（１）で表される高分子化合物と、少なくとも１種の所定の重合性化合物とを含む位相
差膜用組成物である。Ｒ1は、水素原子又はメチル基であり；Ｌ1は、－Ｏ－、－ＮＲ3－
、又はＳ－であり；Ｓ1は、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－Ｎ
Ｈ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群
より選ばれる二価の連結基を表し；Ｌ2は、単結合、－Ｏ－、－ＮＲ4－、－Ｓ－、－ＯＣ
Ｏ2－、－ＣＯ2－又は－ＯＣＯ－であり；Ｒ2は水素原子、又は所定の置換基である。

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１種の下記一般式（Ｉ）で表される高分子化合物と、少なくとも１種の重合性
化合物とを含むことを特徴とする光配向膜用組成物。
【化１】

（式中、Ｒ1は、水素原子又はメチル基であり；Ｌ1は、－Ｏ－、－ＮＲ3－（Ｒ3は、水素
原子又はメチル基）、又はＳ－であり；Ｓ1は、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）
－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組
み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基であ
るときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよく；Ｌ2は、単結合、－Ｏ－、－
ＮＲ4－（Ｒ4は水素原子もしくはメチル基）、－Ｓ－、－ＯＣＯ2－、－ＣＯ2－又は－Ｏ
ＣＯ－であり；Ｒ2は水素原子、無置換もしくは置換のアルキレン基、－ＣＮ、－ＮＯ2、
無置換もしくは置換のアルコキシ基、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－ＣＦ3、－ＣＯ2Ｒ

5（Ｒ5

は、無置換もしくは置換のアルキル基）、－≡－Ｒ6（Ｒ6水素原子、あるいは無置換もし
くは置換のアルキル基）、又は

【化２】

【請求項２】
前記重合性化合物が、重合性基を２つ以上有する化合物であることを特徴とする請求項１
に記載の光配向膜用組成物。
【請求項３】
前記重合性化合物を２種以上含有し、少なくとも１種が重合性基を１つ有する化合物であ
り、少なくとも１種が重合性基を２つ以上有する化合物であることを特徴とする請求項１
又は２に記載の光配向膜用組成物。
【請求項４】
前記少なくとも１種の重合性化合物が、下記式（２）、（３）又は（４）で表される重合
性化合物であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の光配向膜用組成物
：

【化３】

（一般式（２）中、Ｒ8、Ｒ9、及びＲ10はそれぞれ独立に、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－Ｃ
Ｈ3、－ＯＣＨ3であり；ｎ1～ｎ3は、それぞれ独立に０～４であり、ｎ1個のＲ8、ｎ2個
のＲ9、及びｎ3個のＲ10は、それぞれ異なってもよく；Ｓ2及びＳ3は、それぞれ独立に単
結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表
し、上述の基が水素原子を含む基であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていて
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もよく；Ｌ3及びＬ6はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ11－（Ｒ11は水素
原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であり；Ｌ4及びＬ5

は、それぞれ独立に単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮＲ12－（Ｒ12は水素原子
もしくはメチル基）、－ＮＲ13ＣＯ－（Ｒ13は水素原子もしくはメチル基）、－Ｏ－、－
Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－、－≡－又は
【化４】

【化５】

（一般式（３）中、Ｒ14及びＲ16はそれぞれ独立に、Ｑ－Ｌ9－Ｓ4－Ｌ10－で表され、Ｑ
は、水素原子又は重合性基であり、Ｌ9及びＬ10はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ
－、－ＮＲ17－（Ｒ17は水素原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－
ＯＣＯ－であり；Ｓ4は、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ
－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群よ
り選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基であるときは、該水素原子
は置換基で置き換わっていてもよく；ｎ4及びｎ6は、それぞれ独立に０～５であり、ｎ4

とｎ6の和は、１～１０であり、ｎ4個のＲ14は及び、ｎ6個のＲ16はそれぞれことなって
いてもよいが、少なくとも１つは、Ｑが重合性基であり；Ｍは以下の基
【化６】

を表し；Ｒ15は、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－ＣＨ3、又はＯＣＨ3であり；ｎ5は、０～４
であり、ｎ5個のＲ15は、それぞれ異なってもよく；Ｌ7及びＬ8は、それぞれ独立に単結
合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮＲ17－（Ｒ17は水素原子もしくはメチル基）、－
ＮＲ18ＣＯ－（Ｒ18は水素原子もしくはメチル基）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－
、－≡－、又は

【化７】

【化８】
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（一般式（４）中、Ｙ11及びＹ12はそれぞれ、下記一般式（４－Ａ）、下記一般式（４－
Ｂ）又は下記一般式（４－Ｃ）を表し、但し、一般式（４）は、少なくとも１つの重合性
基を有する；
【化９】

（一般式（４－Ａ）中、Ａ11、Ａ12、Ａ13、Ａ14、Ａ15及びＡ16は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ1は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ11は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ12は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ11は、重合性基又は水
素原子ある。）
【化１０】

（一般式（４－Ｂ）中、Ａ21、Ａ22、Ａ23、Ａ24、Ａ25及びＡ26は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ2は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ21は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ22は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ21は、重合性基又は水
素原子である。）
【化１１】

（一般式（４－Ｃ）中、Ａ31、Ａ32、Ａ33、Ａ34、Ａ35及びＡ36は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ3は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ31は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ32は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ31は、重合性基又は水
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【請求項５】
重合開始剤を含有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の光配向膜用
組成物。
【請求項６】
請求項１中に記載の一般式（１）で表される高分子化合物の少なくとも１種と、請求項４
中に記載の一般式（２）、（３）又は（４）で表される重合性化合物の少なくとも１種と
を含むことを特徴とする位相差膜用組成物。
【請求項７】
重合開始剤を含有することを特徴とする請求項６に記載の位相差膜用組成物。
【請求項８】
請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物からなる光配向膜。
【請求項９】
請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物を光照射してなる光配向膜。
【請求項１０】
請求項６又は７に記載の組成物からなる位相差膜。
【請求項１１】
請求項６又は７に記載の組成物を光照射してなる位相差膜。
【請求項１２】
一対の基板間に液晶組成物を挟持する液晶セルであって、前記一対の基板の少なくとも一
方の内面に、請求項８又は９に記載の光配向膜を有することを特徴とする液晶セル。
【請求項１３】
請求項１２に記載の液晶セルを有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】
ＩＰＳ又はＴＮモード液晶表示装置であることを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示
装置。
【請求項１５】
請求項１０又は１１に記載の位相差膜を有する液晶表示装置。
【請求項１６】
請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物を表面に塗布する塗布工程と、その後該組成
物の塗膜に、偏光又は斜め方向からの非偏光を照射する光照射工程とを含むことを特徴と
する光配向膜の製造方法。
【請求項１７】
請求項６又は７に記載の組成物を表面に塗布する塗布工程と、その後該組成物の塗膜に、
偏光又は斜め方向からの非偏光を照射する光照射工程とを含むことを特徴とする位相差膜
の製造方法。
【請求項１８】
前記光照射工程の後に、前記組成物を加熱する加熱工程を含むことを特徴とする請求項１
６又は１７に記載の方法。
【請求項１９】
前記加熱工程において、５０℃～２４０℃の加熱を行うことを特徴とする請求項１８に記
載の方法。
【請求項２０】
前記光照射工程の後に、膜面の法線方向から非偏光を照射する第２の光照射工程を含むこ
とを特徴とする請求項１６～１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
一般式（２）で表される液晶化合物。
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【化１２】

（一般式（２）中、Ｒ8、Ｒ9、及びＲ10はそれぞれ独立に、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－Ｃ
Ｈ3、－ＯＣＨ3であり；ｎ1～ｎ3は、それぞれ独立に０～４であり、ｎ1個のＲ8、ｎ2個
のＲ9、及びｎ3個のＲ10は、それぞれ異なってもよく；Ｓ2及びＳ3は、それぞれ独立に単
結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表
し、上述の基が水素原子を含む基であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていて
もよく；Ｌ3及びＬ6はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ11－（Ｒ11は水素
原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であり；Ｌ4及びＬ5

は、それぞれ独立に単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮＲ12－（Ｒ12は水素原子
もしくはメチル基）、－ＮＲ13ＣＯ－（Ｒ13は水素原子もしくはメチル基）、－Ｏ－、－
Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－、－≡－又は

【化１３】

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶用光配向膜、位相差膜、その製造に有用な組成物及び製造方法に関する。
また、本発明は、該光配向膜を有する液晶セル及び該液晶セルまたは該位相差膜を有する
液晶表示装置にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶を配向させる方法として、支持体表面を化学的あるいは物理的に処理する方法が知
られている。その中で、支持体表面に平行、かつ、一方向に均一に配向した液晶のホモジ
ニアス配向を得るために、ポリイミドなどの高分子樹脂膜を配向膜として支持体表面に被
覆し、これを一方向に布などで擦るラビング処理する方法が知られ液晶表示装置用配向膜
等の形成に用いられている。しかしながら、本方法はラビング処理に伴う静電気や塵の発
生による歩留まりの低下、定量的な配向制御の困難性が問題とされている。
【０００３】
　ラビング処理に伴う前記の諸問題を解決する方法として、光による配向処理が注目され
ている。この方法として、アゾベンゼン誘導体のように光異性化反応を利用する配向制御
法が知られている（特許文献１）。これは、支持体表面に光の作用で異性化反応を起こす
化合物層を配向膜として設け、光を照射させることにより配向制御を行うものである。
【０００４】
　一方、液晶表示装置として、種々のモードの液晶表示装置が提案されている。中でもＶ
Ａ（Ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　Ａｌｉｇｎｅｄ）モードは、広視野角モードとして全方位に
わたり広いコントラスト視野角特性を有するようになり、テレビ用途として既に家庭に普
及しており、さらには近年３０インチを超える大サイズディスプレイも登場してきた。Ｖ
Ａモード液晶表示装置では、黒表示時の斜め方向に生じる光漏れ及びカラーシフトを軽減
するため、種々の特性の光学異方性膜等が光学補償に利用されている。
　例えば、垂直モード液晶表示装置の色視野角特性の改善に寄与する光学補償シートとし
て、所定の光学特性を満足する位相差板が提案され、その材料として変性ポリカーボネー
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【０００５】
　また、Ｒ、Ｇ、Ｂの３色に対して独立に補償する方式も提案されている（特許文献３～
８）。その一例は、液晶セル内に位相差層を形成し、カラーフィルタなどとともに、該位
相差層をパターニングすることにより実現される。しかしながら、液晶セル内に形成され
る位相差層をパターニングするためには、例えば、セル内に、配向膜層を形成し、該配向
層をラビング処理し、ラビング処理面に重合性液晶組成物を塗布、配向、及び固定化して
位相差層を形成した後、該位相差層のパターニングのために、さらにレジスト層を形成し
、エッチング処理し、レジスト層を剥離除去するなど、煩雑な操作が必要である。そのた
め、光学的に均一な位相差特性を有するパターニングされた位相差層を、液晶セル内に形
成することは困難である。また、レジストをパターン処理する際に熱やフォトレジスト溶
媒に曝されるため、位相差層の位相差がエッチングの前後で変化してしまう場合があり、
問題があった。
【０００６】
　一方、位相差フィルムの材料として、光照射と加熱による分子運動と、それに基づく分
子配向により複屈折を誘起する材料であって、ナフチルアクリロイルまたはその誘導体、
もしくはビフェニルアクリロイルまたはその誘導体を含有することを特徴とする複屈折誘
起材料が提案されている（特許文献９及び特許文献１０）。
【特許文献１】特許第２９９０２７０号公報
【特許文献２】特開２００４－３７８３７号公報
【特許文献３】ＧＢ２３９４７１８
【特許文献４】特開２００４－２４０１０２号公報
【特許文献５】特開２００５－４１２４号公報
【特許文献６】特開２００５－２４９１９号公報
【特許文献７】特開２００５－２４９２０号公報
【特許文献８】特開２００６－７８６４７号公報
【特許文献９】特開２００４－２５８４２６号公報
【特許文献１０】特開２００６－３０８８７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、従来の光配向膜は、光等に対する耐久性が低いといった問題があった。
　本発明は、光等に対する耐久性に優れた光配向膜、ならびにその製造に有用な光配向膜
用組成物及び製造方法を提供することを課題とする。
　また、本発明は前記光配向膜を有する液晶セル及び液晶表示装置を提供することを課題
とする。
【０００８】
　また、本発明者らが検討した結果、上記特許文献９及び１０で提案されている材料では
、光学補償に必要な所望の位相差が得られない場合があり、更にまた、液晶セルの作製工
程中に施される加熱処理、溶媒処理等の種々の処理によって、位相差が変化してしまうと
いう問題があることがわかった。
　本発明は、液晶表示装置の光学補償等に有用な、新規な位相差膜、及びその製造方法、
及びその作製に有用な組成物を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決するための手段は、以下の通りである。
［１］　少なくとも１種の下記一般式（１）で表される高分子化合物と、少なくとも１種
の重合性化合物とを含むことを特徴とする光配向膜用組成物。
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【化１】

（式中、Ｒ1は、水素原子又はメチル基であり；Ｌ1は、－Ｏ－、－ＮＲ3－（Ｒ3は、水素
原子又はメチル基）、又はＳ－であり；Ｓ1は、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）
－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組
み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基であ
るときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよく；Ｌ2は、単結合、－Ｏ－、－
ＮＲ4－（Ｒ4は水素原子もしくはメチル基）、－Ｓ－、－ＯＣＯ2－、－ＣＯ2－又は－Ｏ
ＣＯ－であり；Ｒ2は水素原子、無置換もしくは置換のアルキレン基、－ＣＮ、－ＮＯ2、
無置換もしくは置換のアルコキシ基、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－ＣＦ3、－ＣＯ2Ｒ

5（Ｒ5

は、無置換もしくは置換のアルキル基）、－≡－Ｒ6（Ｒ6水素原子、あるいは無置換もし
くは置換のアルキル基）、又は
【化２】

【００１０】
［２］　前記重合性化合物が、重合性基を２つ以上有する化合物であることを特徴とする
［１］の光配向膜用組成物。
［３］　前記重合性化合物を２種以上含有し、少なくとも１種が重合性基を１つ有する化
合物であり、少なくとも１種が重合性基を２つ以上有する化合物であることを特徴とする
［１］又は［２］の光配向膜用組成物。
【００１１】
［４］　前記少なくとも１種の重合性化合物が、下記式（２）、（３）又は（４）で表さ
れる重合性化合物であることを特徴とする光配向膜用組成物：
【化３】

（一般式（２）中、Ｒ8、Ｒ9、及びＲ10はそれぞれ独立に、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－Ｃ
Ｈ3、－ＯＣＨ3であり；ｎ1～ｎ3は、それぞれ独立に０～４であり、ｎ1個のＲ8、ｎ2個
のＲ9、及びｎ3個のＲ10は、それぞれ異なってもよく；Ｓ2及びＳ3は、それぞれ独立に単
結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表
し、上述の基が水素原子を含む基であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていて
もよく；Ｌ3及びＬ6はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ11－（Ｒ11は水素
原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であり；Ｌ4及びＬ5

は、それぞれ独立に単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮＲ12－（Ｒ12は水素原子
もしくはメチル基）、－ＮＲ13ＣＯ－（Ｒ13は水素原子もしくはメチル基）、－Ｏ－、－
Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－、－≡－又は
【００１２】
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【化４】

【化５】

（一般式（３）中、Ｒ14及びＲ16はそれぞれ独立に、Ｑ－Ｌ9－Ｓ4－Ｌ10－で表され、Ｑ
は、水素原子又は重合性基であり、Ｌ9及びＬ10はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ
－、－ＮＲ17－（Ｒ17は水素原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－
ＯＣＯ－であり；Ｓ4は、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ
－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群よ
り選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基であるときは、該水素原子
は置換基で置き換わっていてもよく；ｎ4及びｎ6は、それぞれ独立に０～５であり、ｎ4

とｎ6の和は、１～１０であり、ｎ4個のＲ14は及び、ｎ6個のＲ16はそれぞれことなって
いてもよいが、少なくとも１つは、Ｑが重合性基であり；Ｍは以下の基
【００１３】

【化６】

を表し；Ｒ15は、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－ＣＨ3、又はＯＣＨ3であり；ｎ5は、０～４
であり、ｎ5個のＲ15は、それぞれ異なってもよく；Ｌ7及びＬ8は、それぞれ独立に単結
合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮＲ17－（Ｒ17は水素原子もしくはメチル基）、－
ＮＲ18ＣＯ－（Ｒ18は水素原子もしくはメチル基）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－
、－≡－、又は
【化７】

【化８】

（一般式（４）中、Ｙ11及びＹ12はそれぞれ、下記一般式（４－Ａ）、下記一般式（４－
Ｂ）又は下記一般式（４－Ｃ）を表し、但し、一般式（４）は、少なくとも１つの重合性
基を有する；
【００１４】
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【化９】

（一般式（４－Ａ）中、Ａ11、Ａ12、Ａ13、Ａ14、Ａ15及びＡ16は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ1は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ11は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ12は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ11は、重合性基又は水
素原子ある。）
【００１５】
【化１０】

（一般式（４－Ｂ）中、Ａ21、Ａ22、Ａ23、Ａ24、Ａ25及びＡ26は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ2は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ21は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ22は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ21は、重合性基又は水
素原子である。）
【００１６】
【化１１】

（一般式（４－Ｃ）中、Ａ31、Ａ32、Ａ33、Ａ34、Ａ35及びＡ36は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ3は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ31は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ32は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ31は、重合性基又は水
素原子である。）
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［５］　重合開始剤を含有することを特徴とする［１］～［４］のいずれかの光配向膜用
組成物。
［６］　［１］中の一般式（１）で表される高分子化合物の少なくとも１種と、［４］中
の一般式（２）、（３）又は式（４）で表される重合性化合物の少なくとも１種とを含む
ことを特徴とする位相差膜用組成物。
［７］　重合開始剤を含有することを特徴とする［６］の位相差膜用組成物。
［８］　［１］～［５］のいずれかの組成物からなる光配向膜。
［９］　［１］～［５］のいずれかの組成物を光照射してなる光配向膜。
［１０］　［６］又は［７］の組成物からなる位相差膜。
［１１］　［６］又は［７］の組成物を光照射してなる位相差膜。
［１２］　一対の基板間に液晶組成物を挟持する液晶セルであって、前記一対の基板の少
なくとも一方の内面に、［８］又は［９］の光配向膜を有することを特徴とする液晶セル
。
［１３］　［１２］の液晶セルを有することを特徴とする液晶表示装置。
［１４］　ＩＰＳ又はＴＮモード液晶表示装置であることを特徴とする［１３］の液晶表
示装置。
［１５］　［１０］又は［１１］の位相差膜を有する液晶表示装置。
［１６］　［１］～［５］のいずれかの組成物を表面に塗布する塗布工程と、その後該組
成物の塗膜に、偏光又は斜め方向からの非偏光を照射する光照射工程とを含むことを特徴
とする光配向膜の製造方法。
［１７］　［６］又は［７］の組成物を表面に塗布する塗布工程と、その後該組成物の塗
膜に、偏光又は斜め方向からの非偏光を照射する光照射工程とを含むことを特徴とする位
相差膜の製造方法。
［１８］　前記光照射工程の後に、前記組成物を加熱する加熱工程を含むことを特徴とす
る［１６］又は［１７］の方法。
［１９］　前記加熱工程において、５０℃～２４０℃の加熱を行うことを特徴とする［１
８］の方法。
［２０］　前記光照射工程の後に、膜面の法線方向から非偏光を照射する第２の光照射工
程を含むことを特徴とする［１６］～［１９］のいずれかの方法。
【００１８】
［２１］　一般式（２）で表される液晶化合物。
【化１２】

（一般式（２）中、Ｒ8、Ｒ9、及びＲ10はそれぞれ独立に、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－Ｃ
Ｈ3、－ＯＣＨ3であり；ｎ1～ｎ3は、それぞれ独立に０～４であり、ｎ1個のＲ8、ｎ2個
のＲ9、及びｎ3個のＲ10は、それぞれ異なってもよく；Ｓ2及びＳ3は、それぞれ独立に単
結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表
し、上述の基が水素原子を含む基であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていて
もよく；Ｌ3及びＬ6はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ11－（Ｒ11は水素
原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であり；Ｌ4及びＬ5

は、それぞれ独立に単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮＲ12－（Ｒ12は水素原子
もしくはメチル基）、－ＮＲ13ＣＯ－（Ｒ13は水素原子もしくはメチル基）、－Ｏ－、－
Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－、－≡－又は
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【化１３】

【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、光等に対する耐久性、即ち、光安定性、の高い光配向膜、ならびにそ
の製造に有用な光配向膜用組成物及び製造方法を提供することができる。
　また、本発明によれば、前記光配向膜を有する液晶セル及び液晶表示装置を提供するこ
とができる。
　さらに、また、本発明によれば、熱や光に対する安定性の高い位相差膜、ならびにその
製造に有用な位相差膜用組成物及び製造方法を提供することができる。また、本発明によ
れば、前記位相差膜を有する液晶表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明ついて詳細に説明する。
　尚、本願明細書において「～」とはその前後に記載される数値を下限値及び上限値とし
て含む意味で使用される。
［光配向膜用組成物］
　本発明は、少なくとも１種の一般式（Ｉ）で表される高分子化合物と、少なくとも１種
の重合性化合物とを含むことを特徴とする光配向膜用組成物に関する。
【００２１】

【化１４】

【００２２】
一般式（１）において、Ｒ1は、水素原子又はメチル基である。
　Ｌ1は、－Ｏ－、－ＮＲ3－（Ｒ3は、水素原子もしくはメチル基）、又は－Ｓ－であり
、－Ｏ－、－ＮＲ3－（Ｒ3は、水素原子又はメチル基）が好ましく、－Ｏ－がさらに好ま
しい。
【００２３】
　Ｓ1は、それぞれ独立に－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－Ｃ
Ｈ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選ばれ
る二価の連結基を表し、－ＣＨ2－を０～１６個含みかつ炭素数は０～２０であり、－Ｃ
Ｈ2－を０～１１個含みかつ炭素数０～１５であることが好ましく、－ＣＨ2－を０～８個
含みかつ炭素数０～１０であることがさらに好ましい。より好ましくは、Ｓ1は、単結合
、－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、及びＣＨ2－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選
ばれ、かつ、炭素数０～１０である。また、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－の水
素原子は、置換基で置換されていてもよい。このような置換基として、ハロゲン原子、シ
アノ基、ニトロ基、炭素数１～６のアルキル基、炭素数１～６のハロゲン原子で置換され
たアルキル基、炭素数１～６のアルコキシ基、炭素数２～６のアシル基、炭素数１～６の
アルキルチオ基、炭素数２～６のアシルオキシ基、炭素数２～６のアルコキシカルボニル
基、カルバモイル基、炭素数２～６のアルキルで置換されたカルバモイル基及び炭素数２
～６のアシルアミノ基が好ましい例として挙げられ、炭素数１～６のアルコキシ基、炭素
数１～６のアルキル基がより好ましい。
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　特に好ましくは、Ｓ1は、単結合、又は２～６個の－ＣＨ2－からなる無置換のメチレン
基である。
【００２４】
　Ｌ2は、単結合、－Ｏ－、－ＮＲ4－（Ｒ4は水素原子もしくはメチル基）、－Ｓ－、－
ＯＣＯ2－、－ＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であり；単結合、－Ｏ－、－ＯＣＯ2－、又は－
ＣＯ2－であることが好ましく；単結合、又は－Ｏ－であることがさらに好ましい。Ｒ2は
水素原子、無置換もしくは置換のアルキレン基、－ＣＮ、－ＮＯ2、無置換もしくは置換
のアルコキシ基、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－ＣＦ3、－ＣＯ2Ｒ

5（Ｒ5無置換もしくは置換
のアルキル基）、－≡－Ｒ6（Ｒ6水素原子、又は無置換あるいは置換のアルキル基）、又
は
【化１５】

を表す。
【００２５】
　Ｒ2は、水素原子、－ＣＮ、－ＮＯ2、置換のアルコキシ基、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－
ＣＦ3、－ＣＯ2Ｒ

5（Ｒ5は無置換もしくは置換のアルキル基）、－≡－Ｒ6（Ｒ6は水素原
子、又は無置換もしくは置換のアルキル基）、又は
【化１６】

【００２６】
であることが好ましく：－ＣＮ、－Ｆ、又は置換のアルコキシ基であることがさらに好ま
しい。Ｒ2で表される無置換もしくは置換のアルキレン基、Ｒ2で表される無置換もしくは
置換のアルコキシ基、Ｒ5、Ｒ6、及びＲ7で表される無置換もしくは置換のアルキル基の
炭素数は、１～２０個であるのが好ましく、１～１５個がより好ましく１～８個がさらに
好ましい。Ｒ2で表される置換のアルキレン基、Ｒ2で表される置換のアルコキシ基、Ｒ5

、Ｒ6、及びＲ7で表される置換のアルキル基の置換基としては、Ｓ1の置換基として例示
した置換基、及び重合性基を挙げることができる。前記重合性基の例として、
【００２７】
【化１７】

【００２８】
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を挙げることができ、
【化１８】

【００２９】
が好ましく、

【化１９】

【００３０】
であることがさらに好ましい。
【００３１】
　本発明の光配向膜用組成物は、少なくとも一種の重合性化合物を含有する。該重合性化
合物は２種以上の重合性基を有する重合性化合物（以下、「多官能モノマー」という）で
あっても、一つの重合性基のみを含む重合性化合物（以下、「単官能モノマー」）であっ
てもよいが、耐久性の向上の観点では、多官能性モノマーを用いるのが好ましい。また、
多官能モノマーと単官能モノマーとを併用するのも好ましい。
　前記重合性化合物は、下記一般式（２）、（３）又は（４）で表される化合物から少な
くとも１種以上選択されるのが好ましい。２種以上であるとさらに好ましい。２種以上を
選ぶ際、例えば２種選ぶ場合には、一般式（２）から２種、あるいは（３）から２種、あ
るいは（４）から２種のように同一の一般式から２種選んでもよいし、（２）から１種及
び（３）から１種のように別の一般式から選んだものを組み合わせることも可能である。
【００３２】

【化２０】

【００３３】
　前記一般式（２）において、Ｒ8、Ｒ9、及びＲ10はそれぞれ独立に、－Ｆ、－Ｂｒ、－
Ｃｌ、－ＣＨ3、又は－ＯＣＨ3であり；－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＨ3、又は－ＯＣＨ3であるこ
とが好ましく；－Ｆ、－ＣＨ3、又は－ＯＣＨ3であることがさらに好ましい。
　ｎ1～ｎ3は、それぞれ独立に０～４であり、０～２であることが好ましく、０～１であ
ることがさらに好ましい。ｎ1個のＲ8、ｎ2個のＲ9、及びｎ3個のＲ10は、それぞれ異な
ってもよい。
【００３４】
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　前記式中、Ｓ2及びＳ3は、それぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、
－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合
わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基であると
きは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。－ＣＨ2－を１～１６個含みかつ
炭素数が１～２０の二価基であるのが好ましく；－ＣＨ2－を１～１１個含みかつ炭素数
１～１５の二価基であることがより好ましく；－ＣＨ2－を１～８個含みかつ炭素数１～
１０の二価基であることがさらに好ましい。より好ましくは、Ｓ2及びＳ3は、それぞれ独
立に、単結合、－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、及びＣＨ2－ならびにこれらの組み合わせから
なる群より選ばれ、かつ、炭素数１～１０の二価基である。また、－ＮＨ－、－ＣＨ2－
、－ＣＨ＝ＣＨ－の水素原子は、置換基で置換されていてもよい。該置換基の例には、ハ
ロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、炭素数１～６のアルキル基、炭素数１～６のハロゲン
原子で置換されたアルキル基、炭素数１～６のアルコキシ基、炭素数２～６のアシル基、
炭素数１～６のアルキルチオ基、炭素数２～６のアシルオキシ基、炭素数２～６のアルコ
キシカルボニル基、カルバモイル基、炭素数２～６のアルキルで置換されたカルバモイル
基及び炭素数２～６のアシルアミノ基が含まれ、より好ましい例には、炭素数１～６のア
ルコキシ基、炭素数１～６のアルキル基が含まれる。
　特に好ましくは、Ｓ2及びＳ3は、それぞれ独立に、－Ｏ－、及びＣＨ2－の組み合わせ
からなる群より選ばれ、無置換の－ＣＨ2－を１～８個含み、且つ－Ｏ－を０～３個含む
二価基である。
【００３５】
　前記式中、Ｌ3及びＬ6はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ11－（Ｒ11は
水素原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であり；－Ｏ－
、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であることが好ましく；－Ｏ－、又は－ＣＯ

2－であることが特に好ましい。
【００３６】
　前記式中、Ｌ4及びＬ5は、それぞれ独立に単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮ
Ｒ12－（Ｒ12は水素原子もしくはメチル基）、－ＮＲ13ＣＯ－（Ｒ13は水素原子あるいは
メチル基）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－、－≡－又は

【化２１】

【００３７】
単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮＲ12－（Ｒ12は水素原子もしくはメチル基）
、－ＮＲ13ＣＯ－（Ｒ13は水素原子もしくはメチル基）、又は－≡－であることが好まし
く；単結合、－ＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であることがさらに好ましい。
【００３８】
　前記式中、ｍは０～３であり、０～２であることが好ましい。
【００３９】
【化２２】

【００４０】
　一般式（３）中、Ｒ14及びＲ16はそれぞれ独立に、Ｑ－Ｌ9－Ｓ4－Ｌ10－で表され、Ｑ
は、水素原子又は重合性基である。一般式（３）において、Ｒ14及びＲ16はそれぞれ独立
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に、Ｑ－Ｌ9－Ｓ4－Ｌ10－で表され、Ｑは、水素原子あるいは重合性基であり、重合性基
としては、
【００４１】
【化２３】

【００４２】
が好ましく、
【化２４】

【００４３】
がより好ましく、
【化２５】

【００４４】
であることがさらに好ましい。
【００４５】
　前記式中、Ｌ9及びＬ10はそれぞれ独立に単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ17－（Ｒ17

は水素原子もしくはメチル基）、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であり；単結
合、－Ｏ－、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であることが好ましく；単結合、
－Ｏ－、－ＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－であることがさらに好ましい。
【００４６】
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－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選
ばれる二価の連結基を表す。Ｓ4は、－ＣＨ2－を１～１６個含み、且つ炭素数１～２０の
二価基であるのが好ましく；－ＣＨ2－を１～１１個含み、且つ炭素数１～１５の二価基
であるのがより好ましく；－ＣＨ2－を１～１２個含み、且つ炭素数１～１５の二価基で
あることがさらに好ましい。より好ましくは、Ｓ4は、単結合、－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｏ）－
、及びＣＨ2－ならびにこれらの組み合わせからなる群より選ばれ、且つ炭素数１～１２
の二価基である。また、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－の水素原子は、置換基で
置換されていてもよい。このような置換基として、ハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、
炭素数１～６のアルキル基、炭素数１～６のハロゲン原子で置換されたアルキル基、炭素
数１～６のアルコキシ基、炭素数２～６のアシル基、炭素数１～６のアルキルチオ基、炭
素数２～６のアシルオキシ基、炭素数２～６のアルコキシカルボニル基、カルバモイル基
、炭素数２～６のアルキルで置換されたカルバモイル基及び炭素数２～６のアシルアミノ
基が好ましい例として挙げられ、炭素数１～６のアルコキシ基、炭素数１～６のアルキル
基がより好ましい。
　特に好ましくは、Ｓ4は、－Ｏ－、及びＣＨ2－の組み合わせからなる群より選ばれ、無
置換の－ＣＨ2－を１～１２個含み、且つ－Ｏ－を０～４個含む二価基である。
【００４７】
　前記式中、ｎ4及びｎ6は、それぞれ独立に０～５であり、０～４が好ましく、０～３が
さらに好ましい。また、ｎ4とｎ6の和は、１～１０であり、１～４であることが好ましく
、１～３であることがさらに好ましい。ｎ4個のＲ14及び、ｎ6個のＲ16はそれぞれ独立に
ことなっていても良いが、ｎ4個のＲ14は及び、ｎ6個のＲ16のうち少なくとも１つは、Ｑ
が重合性基である。
【００４８】
　前記式中、Ｍは以下の基
【化２６】

【００４９】
を表す。
　Ｒ15は、－Ｆ、－Ｂｒ、－Ｃｌ、－ＣＨ3、又はＯＣＨ3であり；－Ｆ、－Ｃｌ、－ＣＨ

3、又はＯＣＨ3であることが好ましく；－Ｆ、ＣＨ3、又はＯＣＨ3であることがさらに好
ましい。
　ｎ5は、０～４であり、０～３であることが好ましく、０～２であることがさらに好ま
しい。ｎ5個のＲ15は、それぞれ異なってもよい。
【００５０】
　前記式中、Ｌ7及びＬ8は、それぞれ独立に単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＮ
Ｒ17－（Ｒ17は水素原子もしくはメチル基）、－ＮＲ18ＣＯ－（Ｒ18は水素原子もしくは
メチル基）、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（ＣＨ3）2－、－≡－又は
【化２７】

【００５１】
単結合、－ＣＯ2－、－ＯＣＯ－、－≡－又は
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【００５２】
単結合、－ＣＯ2－、又は－ＯＣＯ－がさらに好ましい。
　また、前記式中、Ｒ14、Ｒ16あるは、Ｌ7又はＬ8に対して、パラ位に位置することが好
ましい。
【００５３】
　また、Ｍが、

【化２９】

【００５４】
の場合、Ｍの両端の連結基は、
【化３０】

【００５５】
となる構造が好ましい。
【００５６】
　前記式（３）中、ｎは０～３であり、０～２が好ましい。
【００５７】
【化３１】

【００５８】
　一般式（４）において、Ｙ11及びＹ12は、それぞれ、下記一般式（４－Ａ）、下記一般
式（４－Ｂ）又は下記一般式（４－Ｃ）を表し、一般式（４）は少なくとも１つ重合性基
を有する。
　一般式（４）中、ベンゼン環上の水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。この場
合の置換基の例としては、アルキル基、アルコキシ基、アリールオキシ基、アシル基、ア
ルコキシカルボニル基、アシルオキシ基、アシルアミノ基、アルコキシカルボニルアミノ
基、アルキルチオ基、アリールチオ基、ハロゲン原子及びシアノ基が挙げられる。これら
の置換基の中では、アルキル基、アルコキシ基、アルコキシカルボニル基、アシルオキシ
基、ハロゲン原子及びシアノ基がより好ましく、炭素数１～１２のアルキル基、炭素数１
～１２のアルコキシ基、炭素数２～１２アルコキシカルボニル基、炭素数２～１２アシル
オキシ基、ハロゲン原子及びシアノ基がさらに好ましい。上記ベンゼン環は、無置換であ
る方がさらに好ましい。
【００５９】
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【化３２】

【００６０】
　一般式（４－Ａ）中、Ａ11、Ａ12、Ａ13、Ａ14、Ａ15及びＡ16は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ1は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ11は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ12は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ11は、重合性基又は水
素原子を表す。
【００６１】
　Ａ11及びＡ12は、少なくとも一方が窒素原子であることが好ましく、両方が窒素原子で
あることがより好ましい。
　Ａ13、Ａ14、Ａ15及びＡ16は、これらのうち少なくとも３つがメチンであることが好ま
しく、すべてメチンであることがより好ましく、メチンは無置換であることがさらに好ま
しい。
　Ａ11、Ａ12、Ａ13、Ａ14、Ａ15又はＡ16がメチンの場合の置換基の例には、ハロゲン原
子（フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）、シアノ基、ニトロ基、炭素数１～
１６のアルキル基、炭素数２～１６のアルケニル基、炭素数２～１６のアルキニル基、炭
素数１～１６のハロゲン原子で置換されたアルキル基、炭素数１～１６のアルコキシ基、
炭素数２～１６のアシル基、炭素数１～１６のアルキルチオ基、炭素数２～１６のアシル
オキシ基、炭素数２～１６のアルコキシカルボニル基、カルバモイル基、炭素数２～１６
のアルキル基で置換されたカルバモイル基及び炭素数２～１６のアシルアミノ基が含まれ
る。これらの中でも、ハロゲン原子、シアノ基、炭素数１～６のアルキル基、炭素数１～
６のハロゲン原子で置換されたアルキル基が好ましく、ハロゲン原子、炭素数１～４のア
ルキル基、炭素数１～４のハロゲン原子で置換されたアルキル基がより好ましく、ハロゲ
ン原子、炭素数が１～３のアルキル基、トリフルオロメチル基がさらに好ましい。
　Ｘ1は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、酸素原子が好ましい。
【００６２】

【化３３】

【００６３】
　一般式（４－Ｂ）中、Ａ21、Ａ22、Ａ23、Ａ24、Ａ25及びＡ26は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ2は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ21は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ22は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
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の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ21は、重合性基又は水
素原子を表す。
【００６４】
　Ａ21及びＡ22は、少なくとも一方が窒素原子であることが好ましく、両方が窒素原子で
あることがより好ましい。Ａ23、Ａ24、Ａ25及びＡ26は、これらのうち少なくとも３つが
メチンであることが好ましく、すべてメチンであることがより好ましく、メチンは無置換
であることがさらに好ましい。
　Ａ21、Ａ22、Ａ23、Ａ24、Ａ25又はＡ26がメチンの場合の置換基の例には、ハロゲン原
子（フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）、シアノ基、ニトロ基、炭素数１～
１６のアルキル基、炭素数２～１６のアルケニル基、炭素数２～１６のアルキニル基、炭
素数１～１６のハロゲン原子で置換されたアルキル基、炭素数１～１６のアルコキシ基、
炭素数２～１６のアシル基、炭素数１～１６のアルキルチオ基、炭素数２～１６のアシル
オキシ基、炭素数２～１６のアルコキシカルボニル基、カルバモイル基、炭素数２～１６
のアルキル基で置換されたカルバモイル基及び炭素数２～１６のアシルアミノ基が含まれ
る。これらの中でも、ハロゲン原子、シアノ基、炭素数１～６のアルキル基、炭素数１～
６のハロゲン原子で置換されたアルキル基が好ましく、ハロゲン原子、炭素数１～４のア
ルキル基、炭素数１～４のハロゲン原子で置換されたアルキル基がより好ましく、ハロゲ
ン原子、炭素数が１～３のアルキル基、トリフルオロメチル基がさらに好ましい。Ｘ2は
、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、酸素原子が好ましい。
【００６５】

【化３４】

【００６６】
　一般式（４－Ｃ）中、Ａ31、Ａ32、Ａ33、Ａ34、Ａ35及びＡ36は、それぞれ、メチン又
は窒素原子を表し、Ｘ3は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、Ｌ31は－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＳＯ2－
、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－又はＣ≡Ｃ－を表し、Ｌ32は、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝
Ｏ）－、－ＳＯ2－、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれら
の組み合わせからなる群より選ばれる二価の連結基を表し、上述の基が水素原子を含む基
であるときは、該水素原子は置換基で置き換わっていてもよい。Ｑ31は、重合性基又は水
素原子を表す。
【００６７】
　Ａ31及びＡ32は、少なくとも一方が窒素原子であることが好ましく、両方が窒素原子で
あることがより好ましい。Ａ33、Ａ34、Ａ35及びＡ36は、これらのうち少なくとも３つが
メチンであることが好ましく、すべてメチンであることがより好ましい。Ａ31、Ａ32、Ａ
33、Ａ34、Ａ35又はＡ36がメチンの場合、メチンは置換基を有していてもよい。置換基の
例には、ハロゲン原子（フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子）、シアノ基、ニ
トロ基、炭素数１～１６のアルキル基、炭素数２～１６のアルケニル基、炭素数２～１６
のアルキニル基、炭素数１～１６のハロゲン原子で置換されたアルキル基、炭素数１～１
６のアルコキシ基、炭素数２～１６のアシル基、炭素数１～１６のアルキルチオ基、炭素
数２～１６のアシルオキシ基、炭素数２～１６のアルコキシカルボニル基、カルバモイル
基、炭素数２～１６のアルキル置換カルバモイル基及び炭素数２～１６のアシルアミノ基
が含まれる。これらの中でも、ハロゲン原子、シアノ基、炭素数１～６のアルキル基、炭
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～４のアルキル基、炭素数１～４のハロゲン原子で置換されたアルキル基がより好ましく
、ハロゲン原子、炭素数が１～３のアルキル基、トリフルオロメチル基がさらに好ましい
。Ｘ3は、酸素原子、硫黄原子、メチレン又はイミノを表し、酸素原子が好ましい。
【００６８】
　一般式（４－Ａ）中のＬ11、一般式（４－Ｂ）中のＬ21、一般式（４－Ｃ）中のＬ31は
、好ましくは、それぞれ、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－
ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－であり、より好ましくは、－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－
、－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＨ2－である。上述の基が水素原子を含む基で
あるときは、該水素原子は置換基で置き換わってもよい。このような置換基として、ハロ
ゲン原子、シアノ基、ニトロ基、炭素数１～６のアルキル基、炭素数１～６のハロゲン原
子で置換されたアルキル基、炭素数１～６のアルコキシ基、炭素数２～６のアシル基、炭
素数１～６のアルキルチオ基、炭素数２～６のアシルオキシ基、炭素数２～６のアルコキ
シカルボニル基、カルバモイル基、炭素数２～６のアルキルで置換されたカルバモイル基
及び炭素数２～６のアシルアミノ基が好ましい例として挙げられ、ハロゲン原子、炭素数
１～６のアルキル基がより好ましい。
【００６９】
　一般式（４－Ａ）中のＬ12、一般式（４－Ｂ）中のＬ22、一般式（４－Ｃ）中のＬ32は
、－Ｏ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの
組み合わせからなる群より選ばれることが好ましい。また、Ｌ12、Ｌ22、Ｌ32は、それぞ
れ、炭素数１～２０であることが好ましく、炭素数２～１４であることがより好ましく、
－ＣＨ2－を１～１４個含みかつ炭素数２～１４であることがさらに好ましく、－ＣＨ2－
を２～１２個含みかつ炭素数２～１４であることがよりさらに好ましい。特に好ましくは
、Ｌ12、Ｌ22、Ｌ32は、それぞれ、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－ＳＯ2－、－Ｎ
Ｈ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ－及びＣ≡Ｃ－ならびにこれらの組み合わせからなる群
より選ばれ、かつ、炭素数１～２０である。また、－ＮＨ－、－ＣＨ2－、－ＣＨ＝ＣＨ
－の水素原子は、置換基で置換されていてもよい。このような置換基として、ハロゲン原
子、シアノ基、ニトロ基、炭素数１～６のアルキル基、炭素数１～６のハロゲン原子で置
換されたアルキル基、炭素数１～６のアルコキシ基、炭素数２～６のアシル基、炭素数１
～６のアルキルチオ基、炭素数２～６のアシルオキシ基、炭素数２～６のアルコキシカル
ボニル基、カルバモイル基、炭素数２～６のアルキルで置換されたカルバモイル基及び炭
素数２～６のアシルアミノ基が好ましい例として挙げられ、炭素数１～６のアルコキシ基
、炭素数１～６のアルキル基がより好ましい。
【００７０】
　一般式（４－Ａ）中のＱ11、一般式（４－Ｂ）中のＱ21、一般式（４－Ｃ）中のＱ31は
、それぞれ、重合性基あるいは水素原子であり、重合性基の場合、前記一般式（３）記載
のＱと同義であり、好ましい範囲も同一である。
【００７１】
　以下に一般式（１）で表される高分子化合物の例を示すが、これらに限定されるもので
はない。
【００７２】
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【００７３】
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【００７４】
　以下に一般式（２）で表される化合物の例を示すが、以下に限定されるものではない。
【００７５】
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【００７６】
　以下に一般式（３）で表される化合物の例を示すが、以下に限定されるものではない。
【００７７】
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【００７８】
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【００７９】
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【００８０】
　以下に一般式（４）で表される化合物の例を示すが、これらの限定されるものではない
。
【００８１】
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【００８２】
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【化４３】

【００８４】
　本発明の光配向膜用組成物における、一般式（１）で表される高分子化合物と、重合性
化合物（好ましくは一般式（２）一般式（３）又は一般式（４）で表される化合物）との
割合は、８０質量部：２０質量部～５質量部：９５質量部が好ましく、６０質量部：４０
質量部～５質量部：９５質量部がさらに好ましい。また、重合性化合物（好ましくは一般
式（２）一般式（３）又は一般式（４）で表される化合物）は、液晶性化合物であること
が好ましい。また、該光配向膜用組成物は、一般式（１）で表される高分子化合物と重合
性基を１つ有する化合物を少なくとも１種と重合性基を２つ以上有する化合物を少なくと
も１種含有することが好ましく、重合性基を１つ有する化合物と重合性基を２つ以上有す
る化合物の割合は、１０質量部：９０質量部～８０質量部：２０質量部が好ましく、２０
質量部：８０質量部～７０質量部：３０質量部がさらに好ましい。
【００８５】
　高分子とは一般に分子量が１００００以上のものを指し、分子量が１０００以上１００
００未満の化合物は準高分子として扱われる。また、その重合度が２～２０ぐらいのもの
をオリゴマーとよび、高分子とは区別されている（岩波理化学辞典、第３版増補版、玉虫
文一ら編集、４４９頁、岩波書店、１９８２）。しかしながら、本発明において高分子と
は、準高分子を含み、分子量が１０００以上で、かつ重合度が２０以上のものを指すこと
とする。
【００８６】
［位相差膜用組成物］
　本発明は、また、少なくとも１種の前記一般式（１）で表される高分子化合物と、少な
くとも１種の前記一般式（２）、（３）又は式（４）で表される重合性化合物とを含むこ
とを特徴とする位相差膜用組成物に関する。
【００８７】
　前記一般式（１）、（２）、（３）、（４）に関する記述、ならびに好ましい範囲につ
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いては、上述の光配向膜用組成物と同様である。
【００８８】
［光配向膜］
　本発明は、前記光配向膜用組成物からなる光配向膜にも関する。前記組成物は、光照射
を施されることによって、液晶分子に対する配向制御能が発現する。本発明の光配向膜の
製造方法の一例は、前記光配向膜用組成物を、基板上に塗布した後、塗膜を光照射して、
配向制御能を発現させ、配向膜とする方法である。前記方法では、前記光配向膜用組成物
を溶媒に溶解し、塗布液として調製する。使用する溶媒は、本発明の光配向膜用組成物を
溶解できるものならば特に限定はないが、上記の方法で塗布するためには比較的室温での
蒸気圧が低く、高沸点の溶媒が扱いやすい。例えば、１，１，２－トリクロロエタン、Ｎ
－メチルピロリドン、ブトキシエタノール、γ－ブチロラクトン、エチレングリコール、
ポリエチレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコール、２－ピロリドン、
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、フェノキシエタノール、テトラヒドロフラン、ジメチル
スルホキシド、メチルイソブチルケトン、シクロヘキサノンなどがあげられる。二種類以
上の有機溶媒を併用してもよい。
　塗布方法としては、例えばスピンコーティング、ダイコーティング、グラビアコーティ
ング又は、フレキソ印刷、インクジェットなどの印刷法など種々の方法が挙げられる。
【００８９】
　次に、塗膜に、直線偏光又は斜め方向の非偏光を照射して、配向制御能を発現させる。
照射する光は、３５０ｎｍから４５０ｎｍの近紫外線が特に好ましい。光源としては例え
ば、キセノンランプ、高圧水銀ランプ、超高圧水銀ランプ、メタルハライドランプなどが
挙げられる。このような光源から得た紫外光や可視光は干渉フィルタや色フィルタなどを
用いて、照射する波長範囲を制限してもよい。また、これらの光源からの光に、偏光フィ
ルタや偏光プリズムを用いることで直線偏光が得られる。照射エネルギーは、１０ｍＪ／
ｃｍ2～１０００ｍＪ／ｃｍ2であり、２０ｍＪ／ｃｍ2～５００ｍＪ／ｃｍ2であることが
好ましく、２０ｍＪ／ｃｍ2～３００ｍＪ／ｃｍ2であることがさらに好ましい。照度は１
０～１０００ｍＷ／ｃｍ2であることが好ましく、２０～５００ｍＷ／ｃｍ2であることが
より好ましく、２０～３００ｍＷ／ｃｍ2であることがさらに好ましい。
　なお、斜め方向とは、塗膜面法線方向に対して極角θ（０＜θ＜９０°）傾けた方向を
いい、θは限定されないが、一般的には、θは２０～８０°であるのが好ましい。
【００９０】
　前記光照射の後に、加熱を施すと、加熱重合が進行し、光、熱等に対してより高い耐久
性の光配向膜が得られるので好ましい。加熱温度は、重合が進行するのに十分であれば特
に制限されないが、一般的には、５０～２４０℃程度であり、８０～２００℃程度が好ま
しく、８０～１９０℃程度であることがさらに好ましい。加熱重合を行う場合は、組成物
中に開始剤を添加しても添加しなくてもよい。
【００９１】
　また前記光照射後、上記加熱工程の代わりに又は上記加熱工程と前後して、非偏光を照
射して、光前記組成物中に含有される重合性化合物の重合を進行させ、硬化させるのが、
光、熱等に対する耐久性がより高くなるので好ましい。非偏光照射により重合を進行させ
る場合は、光配向膜用組成物中に重合開始剤を含有させておくことが好ましい。重合開始
剤としては、ラジカル重合開始剤やカチオン重合開始剤があり、それぞれ、熱重合開始剤
を用いる熱重合反応と光重合開始剤を用いる光重合反応とが含まれる。組成物中に含まれ
る重合性成分の重合性基に応じて選択することができる。
　ラジカル重合における熱重合開始剤の例には、アゾビスイソブチロニトリルなどが挙げ
られる。光重合開始剤の例には、α－カルボニル化合物（米国特許２３６７６６１号、同
２３６７６７０号の各明細書記載）、アシロインエーテル（米国特許２４４８８２８号明
細書記載）、α－炭化水素置換芳香族アシロイン化合物（米国特許２７２２５１２号明細
書記載）、多核キノン化合物（米国特許３０４６１２７号、同２９５１７５８号の各明細
書記載）、トリアリールイミダゾールダイマーとｐ－アミノフェニルケトンとの組み合わ
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せ（米国特許３５４９３６７号明細書記載）、アクリジン及びフェナジン化合物（特開昭
６０－１０５６６７号公報、米国特許４２３９８５０号明細書記載）及びオキサジアゾー
ル化合物（米国特許４２１２９７０号明細書記載）等が挙げられる。
　また、カチオン重合における熱重合開始剤の例には、ベンジルスルホニウム塩系化合物
などが挙げられる。光重合開始剤の例には、有機スルフォニウム塩系、ヨードニウム塩系
、フォスフォニウム塩系等を例示する事ができる。これら化合物の対イオンとしては、Ｓ
ｂＦ6

-、ＰＦ6
-、ＢＦ6

-等が挙げられる。
　前記重合開始剤の添加量は、前記組成物中、０．１～１０質量％であるのが好ましく、
０．１～８質量％であることがより好ましく、０．１～７質量％であることがさらに好ま
しい。
【００９２】
　重合を進行させるための光照射は、紫外線を用いることが好ましい。照射エネルギーは
、１０ｍＪ／ｃｍ2～１０Ｊ／ｃｍ2であることが好ましく、５０ｍＪ／ｃｍ2～５Ｊ／ｃ
ｍ2であることがさらに好ましい。照度は１０～１０００ｍＷ／ｃｍ2であることが好まし
く、２０～５００ｍＷ／ｃｍ2であることがより好ましく、２５～３５０ｍＷ／ｃｍ2であ
ることがさらに好ましい。照射波長としては２５０～４５０ｎｍにピークを有することが
好ましく、３００～４１０ｎｍにピークを有することがさらに好ましい。重合反応を促進
するため、窒素雰囲気下又は加熱条件下で光照射を実施してもよい。
【００９３】
　形成される光配向膜の膜厚は、１０～５００ｎｍ程度が好ましく、１０～３００ｎｍ程
度がより好ましく、１０～１００ｎｍ程度がさらに好ましい。
【００９４】
［位相差膜］
　本発明は、前記位相差膜用組成物からなる位相差膜にも関する。前記組成物は、偏光照
射を施されることによって配向し、複屈折が発現する。本発明の位相差膜の製造方法につ
いては、上述した光配向膜と同様であり、光照射の後に加熱工程を設ける事、また、加熱
工程の代わりに又は上記加熱工程と前後して非偏光を照射することも、耐久性を付与する
点で同様に好ましい。
【００９５】
　また、本発明の位相差膜は、偏光照射により配向方向が規定されるため、配向膜が無く
ても基板上に形成可能であり、例えばパターニングなどの技術を利用せずに微細な位相差
膜を作製できる。
【００９６】
　形成される位相差膜の膜厚は用途などに応じて異なるが、一般的には、０．１～２０μ
ｍであることが好ましく、０．２～１５μｍであることがさらに好ましい。
【００９７】
［液晶セル及び液晶表示装置］
　本発明は、一対の基板間に液晶組成物を挟持する液晶セルであって、前記一対の基板の
少なくとも一方の内面に、本発明の光配向膜を有する液晶セル；及び該液晶セルを有する
液晶表示装置に関する。本発明の光配向膜は、液晶分子を水平配向させる水平配向膜とし
て有用なので、ＩＰＳモード液晶表示装置の態様に適する。
【００９８】
　また、本発明は、本発明の位相差膜を有する液晶表示素子にも関する。本発明の液晶表
示素子の一例は、一対の基板と、その間に液晶層を有する液晶表示素子であって、本発明
の組成物からなる位相差膜を、前記一対の基板の少なくとも一方の内面に有する液晶表示
素子である。勿論、基板の外側に、前記光学異方性膜を有する液晶表示素子も、本発明の
範囲に含まれる。
【００９９】
　前記基板の材料は、有機材料及び無機材料のいずれも用いることができる。より具体的
には、ガラス、シリコンなどの無機材料；及びポリエチレンテレフタレート、ポリカーボ
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ネート、トリアセチルセルロースなどの有機材料が挙げられる。これらの基板には、ＩＴ
Ｏ、Ｃｒ、Ａｌなどの電極層が設けられていてもよい。さらに、カラーフィルタ層なども
形成されていてもよい。
【実施例】
【０１００】
　以下に実施例に基づいて本発明をさらに詳細に説明する。以下の実施例に示す材料、使
用量、割合、処理内容、処理手順等は、本発明の趣旨を逸脱しない限り適宜変更すること
ができる。したがって、本発明の範囲は以下に示す実施例により限定的に解釈されるべき
ものではない。
（実施例１～９及び比較例１：光配向膜の作製及び液晶の配向性評価）
　下記表１中に記載の組成の光配向膜用組成物の、１，１，２－トリクロロエタン溶液を
調製し、各サンプルをスピンコート法（３５００ｒｐｍ、２０秒）によりガラス基板上に
塗布した後、３６５ｎｍの偏光紫外線を膜面法線方向から１００ｍＪ／ｃｍ2照射した。
　続いて、実施例１の組成物に対しては、１４０℃のホットプレートの上で、５分の加熱
を行い、空気下、７０℃で１４０ｍＪ／ｃｍ2の高圧水銀灯により１０秒間非偏光照射を
行い、実施例１の光配向膜を作製した。
　また、実施例２～９及び比較例１の組成物に対しては、それぞれ、偏光照射した上記膜
を窒素下で１００℃のホットプレートの上で、１０分の加熱を行い、実施例２～９及び比
較例１の光配向膜を作製した。
　次に、実施例１～９及び比較例１で作製した光配向膜の表面に、表２中に記載の組成の
液晶組成物のイソプロピルアルコール溶液を、スピンコート法（２０００ｒｐｍ、２０秒
）により塗布した後、８０℃で１０秒間加熱し、室温にもどして液晶の配向性を観察した
。目視での結果は、実施例１～５、実施例７～９及び比較例１は、いずれも液晶の配向は
、良好であり、実施例６はやや配向性が劣っていた。なお、例示化合物（１－１）は、特
許第2990270号公報に記載の化合物である。
【０１０１】
【表１】

【０１０２】
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【表２】

【０１０３】
【化４４】

【０１０４】
（実施例１０～１８及び比較例２：光配向膜の作製及び液晶の配向性評価）
　実施例１～９及び比較例１の光配向膜に、それぞれ膜面法線方向から３０Ｊ／ｃｍ2の
非偏光紫外線を照射し、実施例１０～１８及び比較例２の光配向膜を作製した。次に、実
施例１０～１８及び比較例２で作製した光配向膜に、上記表２中に記載の組成の液晶組成
物のイソプロピルアルコール溶液をスピンコート法（２０００ｒｐｍ、２０秒）により塗
布した後、８０℃で１０秒間加熱し、室温にもどして液晶の配向性を観察した。実施例１
～９及び比較例１と実施例１０～１８及び比較例２の液晶の配向性の比較から、耐光性（
光耐久性）の比較を行った結果、実施例１０～１８の光配向膜は、比較例２に示した従来
の光配向膜に比べて耐光性が向上していることが分かった。
【０１０５】
（実施例１９）
　一般式（２）で表される液晶化合物の実施例として、例示化合物（２－２）の合成方法
を以下に示す。
【０１０６】
【化４５】

【０１０７】
例示化合物（２－２）の中間体（２－２－ｐ）は、ＷＯ９３／２２３９７に記載されてい
る化合物と同様に合成を行った。
　パラホルムアルデヒド（３．２５ｍｍｏｌ）の水溶液１．２ｍｌに、氷冷下、１，４－
ジアザビシクロ［２．２．２］オクタン（１．９５ｍｍｏｌ）を添加、１５分攪拌後、（
２－２－ｐ）（０．８１１ｍｍｏｌ）のジメチルアセトアミド溶液４．５ｍｌを加え、４
０℃で７時間攪拌した。反応終了後、酢酸エチルを加え、有機層を希塩酸で２回洗浄し、
その後、水で１回洗浄した。有機層を無水硫酸マグネシウムで乾燥後、溶媒を減圧留去し
残渣をカラムクロマトグラフィー（溶出液：ヘキサン／酢酸エチル＝２／３～１／２）に
て精製し例示化合物（２－２）を得た（収率２７．３％）。
　1ＨＮＭＲ（３００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ１．８－２．０（ｍ，８Ｈ），２．２－２
．３（ｓ，３Ｈ），４．０－４．４（ｍ，１２Ｈ），５．８－５．９（ｓ，２Ｈ），６．
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　例示化合物（２－２）の相転移温度は、１０９℃でアイソトロピックとなり、その後降
温させ、１０５℃でネマチック相に転移した。
【０１０８】
　合成した化合物（２－２）を、例示化合物（３－１）に代えた以外は、実施例２と同様
にして塗布液を調製し、同様に配向膜を作製し、さらに、上記実施例７等と同様に光照射
したところ、該光配向膜は、上記実施例と同様に良好な光耐久性を示した。
【０１０９】
（実施例２０～２６及び比較例３：位相差膜の作製）
　下記表中に記載の組成の位相差膜用組成物のテトラヒドロフラン溶液を調製し、各サン
プルをスピンコート法（２０００ｒｐｍ、２０秒）によりガラス基板上に塗布した後、３
６５ｎｍの偏光紫外線を膜面法線方向から１００ｍＪ／ｃｍ2照射した。続いて、１８０
℃のホットプレートの上で、５分の加熱を行い、空気下、７０℃で１４０ｍＪ／ｃｍ2の
高圧水銀灯により１０秒間非偏光照射を行い、実施例２０～２６の位相差膜を作製した。
　また、特開２００６－３０８８７８号公報に記載の実施例２と同様にして、塗布液を調
製し、該塗布液をスピンコート法（１０００ｒｐｍ、３０秒）によりガラス基板上に塗布
した後、４０５ｎｍの偏光紫外線を膜面法線方向から１５３０ｍＪ／ｃｍ2照射した。続
いて、１９０℃のホットプレートの上で、１０分間加熱し、比較例３の位相差膜を作製し
た。
【０１１０】
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【表３】

【０１１１】
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【化４６】

【０１１２】
（実施例２０～２６及び比較例３：位相差膜の評価）
　得られた位相差膜に対して、自動複屈折計（ＫＯＢＲＡ－２１ＡＤＨ　王子計測機器（
株）製）を用いて、波長５５０ｎｍの面内位相差Ｒｅを測定した。
　得られた光学異方性膜付きガラス基板を、膜面法線方向から３０Ｊ／ｃｍ2の非偏光紫
外線を照射した後にそれぞれ波長５５０ｎｍの面内位相差Ｒｅを測定した。結果を下記表
に示す。
【０１１３】

【表４】

【０１１４】
　上記表に示す結果から、本発明の位相差膜は高い光安定性（光耐久性）を有しているこ
とが理解できる。



(38) JP 2009-98619 A 2009.5.7

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H090 HB13Y HC08  HC19  HD15  KA05  KA07  MA02  MA04  MB14 
　　　　 　　  2H149 AA04  AA07  AB01  AB11  AB13  DA02  DA12  DB26  DB27  FA01Y
　　　　 　　        FA58Y
　　　　 　　  2H191 FA30X FA30Y FA30Z FB02  FB22  FC13  FC32  FC33  FD12  GA08 
　　　　 　　        HA06  HA15  LA03  LA04 
　　　　 　　  4J011 AA05  PA69  PB40  PC02 
　　　　 　　  4J026 AA45  BA28  DB02 



专利名称(译) 用于光取向膜的组合物，用于延迟膜的组合物，光取向膜，延迟膜，液晶单元和使用其的液晶显示装置，
以及光取向膜或延迟膜的制造方法

公开(公告)号 JP2009098619A 公开(公告)日 2009-05-07

申请号 JP2008161280 申请日 2008-06-20

[标]申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

申请(专利权)人(译) 富士胶片株式会社

[标]发明人 保田貴康
松海法隆
森嶌慎一

发明人 保田 貴康
松海 法隆
森嶌 慎一

IPC分类号 G02F1/1337 G02F1/13363 G02B5/30 C08F2/44 C08F265/06

CPC分类号 C08F20/34 C08F220/305 C08F220/365 C09K19/2007 C09K19/3068 C09K19/348 C09K19/3852 
C09K19/54 C09K2019/0448 C09K2019/0481 C09K2219/03 G02F1/133788 G02F2001/133633 
G02F2001/133726

FI分类号 G02F1/1337.520 G02F1/13363 G02B5/30 C08F2/44.C C08F265/06

F-TERM分类号 2H090/HB13Y 2H090/HC08 2H090/HC19 2H090/HD15 2H090/KA05 2H090/KA07 2H090/MA02 2H090
/MA04 2H090/MB14 2H149/AA04 2H149/AA07 2H149/AB01 2H149/AB11 2H149/AB13 2H149/DA02 
2H149/DA12 2H149/DB26 2H149/DB27 2H149/FA01Y 2H149/FA58Y 2H191/FA30X 2H191/FA30Y 
2H191/FA30Z 2H191/FB02 2H191/FB22 2H191/FC13 2H191/FC32 2H191/FC33 2H191/FD12 2H191
/GA08 2H191/HA06 2H191/HA15 2H191/LA03 2H191/LA04 4J011/AA05 4J011/PA69 4J011/PB40 
4J011/PC02 4J026/AA45 4J026/BA28 4J026/DB02 2H290/AA15 2H290/AA73 2H290/BA30 2H290
/BD01 2H290/BD04 2H290/BF24 2H290/BF25 2H290/BF26 2H290/BF34 2H290/BF42 2H290/CA03 
2H290/DA01 2H290/DA03 2H291/FA30X 2H291/FA30Y 2H291/FA30Z 2H291/FB02 2H291/FB22 
2H291/FC13 2H291/FC32 2H291/FC33 2H291/FD12 2H291/GA08 2H291/HA06 2H291/HA15 2H291
/LA03 2H291/LA04

优先权 2007255231 2007-09-28 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供具有高耐光性的光取向膜和相位差膜。溶解：用于
光取向膜的组合物包含至少一种由通式（1）表示的聚合物化合物和至少
一种可聚合化合物，并且用于该延迟膜的组合物包含至少一种由通式
（1）表示的聚合物化合物和至少一种预定的可聚合化合物，其中R 1 
SP 2是氢原子或甲基; L 1 是-O - ， - NR 3 - 或-S-：S 1 表示单键或选自
的二价连接基团由-O - ， - S - ， - C（= O） - ， - SO 2 - ， - NH - ， - 
CH 2 - ， - CH组成的组= CH-和-C≡C-及其组合; L 2 是单键，-O - ， - 
NR 4 - ， - S - ， - OCO 2 - ， - CO 2 - 或-OCO-; R 2 是氢原子或预定
的取代基。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a66c07c3-a2de-4e85-92ca-eedb86976414
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/040507840/publication/JP2009098619A?q=JP2009098619A

